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看護学科同窓会

総数：5,633 名
（令和２. ３. 31 現在までの卒業生数）

人へ、地域へ、そして世界へ。

令 和
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医療センター
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顧　問

看護学科長
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令
和
２
年
の
幕
開
け
は
、
昨
年
12
月
、
中
国
武
漢
市

に
始
ま
っ
た
『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
』
対
策

に
日
本
中
が
大
わ
ら
わ
で
し
た
が
、
同
窓
生
の
皆
様
に

は
恙
無
く
お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。
そ

し
て
、
皆
様
か
ら
待
ち
遠
し
く
思
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
、
令
和
に
な
っ
て
初
め
て
の
同
窓
会
報
を
お
送
り
致

し
ま
す
。
例
年
で
き
る
だ
け
多
く
の
同
窓
生
か
ら
記
事

を
頂
き
、
看
護
学
科
や
大
学
病
院
の
現
状
、
そ
し
て
同

窓
生
の
活
躍
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
カ
ラ
ー
写
真
と

し
て
顔
も
懐
か
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
し
て
お

り
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
喜
び
や
お
褒
め
の
こ
と
ば
が
編

集
委
員
の
苦
労
を
癒
し
ま
す
。
皆
様
も
近
況
な
ど
投
稿

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

今
年
は
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
生
誕
か
ら
ち
ょ
う
ど

２
０
０
年
に
な
り
、「
看
護
の
日
・
看
護
週
間
（
５
／
10

～
５
／
16
）」
も
、N

ursing N
ow

～
看
護
の
力
で
健
康

な
社
会
を
～
な
ど
多
彩
な
行
事
が
計
画
さ
れ
る
よ
う
で

す
。
実
は
私
自
身
も
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
と
同
じ
５
月
12

日
が
誕
生
日
な
の
で
す
。
看
護
学
校
に
入
学
し
て
初
め

て
そ
の
こ
と
を
知
り
驚
い
た
の
と
同
時
に
、
自
身
の
看

護
の
仕
事
を
臨
床
の
現
場
、
教
育
と
言
う
環
境
、
或
い

は
管
理
者
と
し
て
や
っ
て
い
く
中
で
、
困
難
や
苦
悩
に

出
会
っ
た
と
き
に
、
生
涯
の
仕
事
と
し
て
支
え
る
こ
こ

ろ
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

７
月
の
総
会
で
は
、
懐
か
し
い
お
顔
が
集
ま
っ
て
、

楽
し
い
会
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

同
窓
生
の
皆
様
に
は
お
健
や
か
に
令
和
２
年
の

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

新
春
早
々
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が

拡
大
し
て
、
い
ろ
ん
な
影
響
が
出
て
参
り
ま
し
た
。

2
月
28
日
か
ら
は
、
小
、
中
、
高
校
が
春
休
み

ま
で
休
校
と
の
事
、
子
育
て
し
な
が
ら
働
い
て
き
た

身
に
は
、
子
供
達
の
事
が
気
が
か
り
で
す
。

私
も
高
齢
に
な
り
、
外
出
時
に
は
マ
ス
ク
を
し

て
帰
っ
て
き
た
ら
手
洗
い
と
含
嗽
を
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
皆
様
も
感
染
に
は
充
分
気
を
つ
け
ら
れ

て
元
気
に
乗
り
切
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

昨
年
は
家
人
に
付
き
添
っ
て
幾
つ
か
の
病
院
を

受
診
し
た
折
に
働
い
て
お
ら
れ
る
２
～
３
人
の
後

輩
の
方
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
定
年
後
も

医
療
の
場
で
御
活
躍
の
事
、
そ
し
て
私
を
覚
え
て
い

て
下
さ
っ
た
事
が
嬉
し
く
心
温
ま
る
思
い
で
し
た
。

久
留
米
大
学
に
お
け
る
看
護
教
育
も
充
実
さ
れ
、

市
内
を
中
心
に
後
輩
の
皆
様
が
健
康
で
よ
り
よ
い
医

療
、
看
護
に
力
を
発
揮
さ
れ
る
事
を
祈
念
致
し
ま
す
。

不
安
定
な
お
天
気
が
続
き
ま
す
が
、
確
実
に
春
の
訪

れ
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
例
年
、
入
学

式
、
戴
帽
式
、
卒
業
式
等
と
催
事
毎
に
温
か
い
ご
支
援

を
賜
り
、
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

卒
業
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
既
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
を
席
巻
し
、
世
界
が
危
機
状
況

に
陥
る
中
、
医
療
現
場
の
最
前
線
で
人
々
の
健
康
の
た

め
に
、
懸
命
に
感
染
予
防
と
改
善
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
と
拝
察
し
、
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

人
類
は
こ
れ
ま
で
も
幾
度
と
な
く
、
感
染
症
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
へ
の
対
応
に
迫
ら
れ
、
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
や
治

療
薬
を
開
発
し
て
き
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
風
評
被
害

に
と
ど
ま
ら
ず
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
お
け
る
人
々
の
心
理

は
到
底
信
じ
ら
れ
な
い
行
動
へ
と
駆
り
立
て
ら
れ
、
人

権
侵
害
や
地
域
紛
争
を
引
き
起
こ
す
経
験
を
し
て
い
ま

す
。
感
染
症
問
題
は
、
多
く
の
場
合
、
貧
困
問
題
と
密

接
に
関
連
し
さ
ら
な
る
感
染
の
拡
大
あ
る
い
は
蔓
延
へ

と
つ
な
が
り
ま
す
。
国
内
で
の
制
圧
は
無
論
の
こ
と
、

人
と
ウ
イ
ル
ス
の
戦
い
で
す
か
ら
、
人
類
が
1
つ
に
な

り
、
環
境
問
題
、
貧
困
問
題
、
地
域
紛
争
問
題
等
と
合

わ
せ
て
、
適
切
に
怖
が
り
、
今
で
き
る
最
適
の
振
る
舞

い
を
考
え
て
行
動
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

式
の
な
い
特
別
な
卒
業
や
入
学
を
経
験
す
る
学
生
た

ち
が
、
周
り
に
目
を
向
け
、
人
の
た
め
に
な
れ
る
よ
う
、

こ
の
経
験
を
プ
ラ
ス
に
で
き
る
よ
う
、
教
育
の
重
責
を

痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

佐
藤
　
和
美

　
　
（
Ⅰ
部
２
回
生
）

秦
　
ト
ヨ
子

（
看
護
婦
養
成
所
45
回
生
）

ご 

挨 

拶

久
留
米
大
学
医
学
部

看
護
学
科　

学
科
長

三
橋
　
睦
子

　
　
（
Ⅰ
部
11
回
生
）

同窓会会長
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久留米大学病院

久留米大学医療センター

久留米大学 —————————————————————————
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1
月
1
日
付
で
、
第
11
代
学
長
に

就
任
し
ま
し
た
。

18
歳
人
口
の
減
少
な
ど
大
学
を
取

り
巻
く
環
境
が
厳
し
く
な
る
中
、
聞

く
力
や
共
感
す
る
力
に
加
え
、
決
断
、

忍
耐
、
継
続
す
る
力
を
持
っ
て
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
大
学
運
営

に
努
め
る
所
存
で
す
。

本
学
で
は
、「
教
育
」、「
研
究
」、「
医

療
」、「
社
会
貢
献
」
の
社
会
的
使
命

を
果
た
し
、
地
域
文
化
の
た
め
に
尽

力
し
ま
す
。
特
に
少
子
高
齢
化
が
進

行
す
る
地
域
と
の
関
わ
り
は
重
要
で
、

昨
年
末
に
は
佐
賀
県
基
山
町
、
大
牟

田
市
と
地
方
創
生
に
関
す
る
協
定
を

結
ぶ
な
ど
、
産
学
官
連
携
を
さ
ら
に

推
進
す
る
計
画
で
す
。
ま
た
、
文
系

学
部
、
お
よ
び
医
療
系
学
部
学
科
の

再
編
、
新
設
も
視
野
に
協
議
を
進
め

る
な
ど
、
時
代
に
順
応
し
た
特
色
あ

る
大
学
創
り
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

建
学
の
精
神
で
あ
る
「
国
手
の
矜

持
（
ほ
こ
り
）
は
常
に
仁
な
り
」
を

胸
に
、
常
に
周
囲
へ
の
思
い
や
り
を

持
ち
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
地
域

社
会
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃

よ
り
ご
支
援
い
た
だ
き
感
謝
い
た

し
ま
す
。
皆
さ
ま
も
ご
存
知
の
よ

う
に
国
は
在
宅
医
療
を
推
進
し
て

お
り
、
医
療
セ
ン
タ
ー
は
久
留
米

医
師
会
が
進
め
る
久
留
米
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
「
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
」

に
お
い
て
久
留
米
南
西
地
区
の
中

核
病
院
と
し
て
在
宅
医
療
支
援
を

行
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
を
円

滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、
地
域
医

療
を
支
援
す
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
「
ア
ザ
レ
ア
ネ
ッ
ト
」「
と
び

う
め
ネ
ッ
ト
」
を
活
用
、
推
進
す

る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。
１
人
ひ
と
り
の
患
者
さ
ん
を

か
か
り
つ
け
医
と
病
院
が
情
報
を

共
有
し
て
地
域
全
体
で
支
え
る
し

く
み
で
す
。
地
域
の
方
々
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
す
た

め
に
、
今
後
も
看
護
の
役
割
を
再

考
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
学
長　内

村
　
直
尚

看
護
部
長

大
塚
　
ま
り
子

　
　
（
Ⅰ
部
14
回
生
）

初
夏
の
候
、
同
窓
生
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

年
々
、
新
規
医
療
技
術
や
薬
物
の
開
発
が
進

み
治
療
の
選
択
肢
が
増
え
る
一
方
、
高
齢
化
が

進
み
、
多
く
の
合
併
症
を
持
ち
複
雑
化
、
重
症

化
し
た
患
者
さ
ん
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
24
時

間
３
６
５
日
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
最
も
身
近

な
存
在
で
あ
る
看
護
師
に
求
め
ら
れ
て
い
る

看
護
実
践
能
力
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
今
年
度
は
、
患
者
さ
ん
の
生
命

徴
候
を
注
意
深
く
観
察
し
、
早
期
に
急
変
の
兆

候
を
察
知
し
て
対
応
す
る
た
め
に
、M

EW
S 

SCO
RE

（
早
期
警
戒
ス
コ
ア
）
の
定
着
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
ス
コ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
を
客

観
的
に
評
価
し
、
報
告
・
相
談
・
急
変
対
応
チ
ー

ム
要
請
や
Ｉ
Ｃ
Ｕ
へ
の
移
動
を
検
討
す
る
な

ど
の
仕
組
み
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
看
護
部

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
今
日
の
医
学
教
育
の
基
礎

を
築
い
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
オ
ス
ラ
ー
の
言
葉

「listen to the patient.

」
を
掲
げ
ま
し
た
。

患
者
さ
ん
に
寄
り
添
い
、
心
身
の
サ
イ
ン
を
感

じ
取
り
、
迅
速
に
行
動
で
き
る
医
療
チ
ー
ム
を

形
成
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
人
と
地
球
に
や
さ
し
い
、
生
命
を
慈
し
む

医
療
」
を
理
念
と
し
、
職
員
一
丸
と
な
り
、
邁

進
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
高

配
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

看
護
部
長

上
野
　
知
昭

（
Ⅱ
部
11
回
生
）

令
和
2
年
4
月
よ
り
病
院
長
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
平
成
28
年
度
に
坂
本
院
長
の

残
任
1
年
の
病
院
長
を
担
当
し
、
今

回
は
3
年
の
間
隔
を
お
い
て
の
再
任

で
す
。

久
留
米
大
学
病
院
は
、
特
定
機
能

病
院
、
高
度
急
性
期
病
院
と
し
て
、

が
ん
拠
点
病
院
、
高
度
救
命
救
急
を

核
と
し
、
分
院
の
久
留
米
大
学
医
療

セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
高
度
医
療
を
提

供
し
て
地
域
医
療
を
担
い
ま
す
。
私

た
ち
は
、
地
域
医
療
を
守
り
、
健
全

な
医
療
経
営
を
実
践
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
中
、
い
か
に
若
い
医

療
者
に
魅
力
あ
る
施
設
に
す
る
か
が

最
も
重
要
な
課
題
で
す
。
教
職
員
一

人
一
人
が
自
身
の
問
題
と
し
て
こ
れ

を
捉
え
、
個
人
、
部
門
、
さ
ら
に
病

院
全
体
で
解
決
す
べ
き
こ
と
を
明
確

に
し
て
、
協
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
他
で
は
で
き
な
い
高

度
医
療
と
地
域
医
療
の
実
践
を
、
久

留
米
大
学
病
院
の
魅
力
と
し
て
発
信

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

久留米大学病院

新
病
院
長

志
波
　
直
人
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２
０
１
９
年
度
の
同
窓
会
総
会
は
7
月
27
日

ホ
テ
ル
マ
リ
タ
ー
レ
創
世
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
総
会
出
席
者
は
１
１
９
名
で
し
た
。
総
会

は
、
平
方
真
理
（
Ⅰ
部
21
回
生
）、
平
安
直
美
（
Ⅰ

部
21
回
生
）
の
司
会
に
よ
り
以
下
の
式
次
第
に

そ
っ
て
順
次
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

一
、
開
会
の
辞

一
、
黙
祷

一
、
会
長
挨
拶

一
、
現
状
報
告

　
（
１
）
大
学
病
院
・
医
療
セ
ン
タ
ー

　
（
２
）
看
護
学
科

一
、
受
賞
者
紹
介

一
、
議
事

　
（
１
）
庶
務
報
告

①
諸
会
議
報
告

②
活
動
内
容
報
告

　
（
２
）
会
計
決
算
報
告

　
（
３
）
監
査
報
告

　
（
４
）
次
期
事
業
計
画
（
案
）

　
（
５
）
次
期
予
算
（
案
）

　
（
６
）
そ
の
他

一
、
閉
会
の
辞

大
学
病
院
・
医
療
セ
ン
タ
ー
の
現
状
に
つ
い
て

は
、
久
留
米
大
学
病
院
看
護
部
長　

上
野
知
昭

さ
ん
（
Ⅱ
部
11
回
生
）
よ
り
大
学
病
院
、
医
療

セ
ン
タ
ー
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
看
護
学
科

の
現
状
に
つ
い
て
は
、
久
留
米
大
学
医
学
部
看

総
会
報
告
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護
学
科　

森
本
紀
巳
子
さ
ん
（
Ⅰ
部
12
回
生
）

よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

受
賞
者
紹
介
で
は
、

秋
の
叙
勲　

瑞
宝
単
光
章

中
島　

仁
美
（
Ⅰ
部
13
回
生
）

日
本
看
護
協
会
長
賞

久
富　

瑞
穂
（
Ⅰ
部
1
回
生
）

田
中
み
と
み
（
Ⅰ
部
4
回
生
）

安
達　

康
子
（
Ⅰ
部
6
回
生
）

福
岡
県
看
護
協
会
長
賞

内
山　

道
子
（
Ⅰ
部
13
回
生
）

近
藤　

幸
代
（
Ⅰ
部
14
回
生
）

野
口　

民
子
（
Ⅰ
部
14
回
生
）

内
田
智
穂
子
（
Ⅰ
部
16
回
生
）

柳
瀬　

哲
子
（
Ⅰ
部
16
回
生
）

福
岡
県
勤
労
者
知
事
表
彰

江
崎　

仁
美
（
Ⅰ
部
12
回
生
）

福
岡
県
医
療
・
介
護
及
び
教
育
等
に
従
事
す

る
看
護
職
員
に
対
す
る
知
事
表
彰

上
田
真
理
子
（
Ⅰ
部
15
回
生
）

井
樋　

涼
子
（
Ⅰ
部
16
回
生
）

平
成
30
年
度
医
学
教
育
等
関
係
業
務
功
労
者

表
彰　
　
　
　

藤
田　

佳
子
（
Ⅱ
部
5
回
生
）

令
和
元
年
度
医
学
教
育
等
関
係
業
務
功
労
者

表
彰　
　
　
　

白
𡈽
佳
津
子

一
般
社
団
法
人
日
本
災
害
看
護
学
会
功
労
者

表
彰　
　
　
　

三
橋　

睦
子
（
Ⅰ
部
11
回
生
）

日
本
渡
航
医
学
会
第
６
回
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
医

学
賞
受
賞　
　

立
石
麻
梨
子
（
学
科
8
回
生
）

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
は
宮
原
聖
也
さ
ん
（
学
科
13
回
生
）、
樺

島
結
花
さ
ん
（
Ⅰ
部
19
回
生
）
に
よ
っ
て
進
行
さ

れ
、
同
窓
会
会
員
の
皆
様
の
承
認
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

書
記　

築
地
原
幸
子
（
Ⅱ
部
11
回
生
）

水
落　

裕
美
（
学
科
5
回
生
）

会
計　

首
藤　

敏
夫
（
学
科
4
回
生
）

松
永　

紘
子
（
学
科
10
回
生
）
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2
0
1
9
年
度
同
窓
会
総
会
は
、
Ⅰ
部
8
回
生
、
21
回
生
、
Ⅱ

部
3
回
生
、
看
護
学
科
8
回
生
が
実
行
委
員
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
新
元
号
が
「
令
和
」
と
な
り
、
初
め
て
の
総
会
で
、
同

窓
会
役
員
の
皆
様
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
に
ご
支
援
を
頂
き
、
本
会

を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
ホ
テ
ル
マ
リ
タ
ー
レ
創
世
で
開
催
さ
れ
た
総
会
は
1
1
9
名
、

懇
親
会
は
95
名
の
出
席
を
頂
き
ま
し
た
。

特
別
講
演
は
、
福
岡
県
立
大
学
人
間
社
会
学
部
教
授
の
上
野
行

良
先
生
に
「
い
き
い
き
楽
し
く
健
康
に
過
ご
す
た
め
に
」
の
テ
ー
マ

で
、
自
分
で
心
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
の
考
え
方
や
方
法
を
身
に

つ
け
る
お
話
し
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
先
生
の
ユ
ー
モ
ア
な
語
り
で

会
場
は
笑
い
に
溢
れ
、
ス
ト
レ
ス
フ
ル
な
看
護
現
場
の
中
で
も
す
ぐ

に
役
立
つ
対
処
法
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

懇
親
会
は
佐
藤
会
長
の
挨
拶
か
ら
、
来
賓
の
入
部
久
子
先
生
、
田

中
み
と
み
先
生
に
乾
杯
と
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
達
21
回

生
が
看
護
師
と
な
り
30
年
、
こ
れ
も
ひ
と
え
に
先
生
方
や
諸
先
輩
方

の
指
導
、
先
輩
方
が
作
り
上
げ
て
こ
ら
れ
た
道
筋
、
ま
た
同
僚
や
後

輩
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
余
興
は
看
護

学
科
8
回
生
の
企
画
で
、
恒
例
の
「
包
帯
巻
き
競
争
」「
イ
ン
ト
ロ

ク
イ
ズ
」
は
大
盛
況
、
ま
た
時
代
と
共
に
変
遷
す
る
病
院
や
学
校
、

ス
タ
ッ
フ
の
「
こ
れ
ま
で
の
歩
み
」
を
皆
で
視
聴
し
、
心
温
ま
り
ま

し
た
。
今
後
も
同
窓
会
の
更
な
る
発
展
を
願
い
、
皆
様
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

実
行
委
員
長

  

毛
利　

総
代

   　
（
Ⅰ
部
21
回
生
）

２
０
１
９
年
度
の
総
会
を
担
当
し
て
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小
児
保
健
医
療
で
は
疾
病
や
障
害
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
健
康
レ
ベ
ル
の
子
ど

も
達
を
対
象
と
し
、
携
わ
る
専
門
職
の
活
動
の

場
は
近
年
多
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。
施
設
だ
け

で
な
く
地
域
で
生
活
す
る
子
ど
も
を
支
え
る
看

護
を
目
指
し
、
研
究
室
で
は
益
守
か
づ
き
先
生
、

水
落
裕
美
先
生
と
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
学
院
で
は
専
門
看
護
師
の
育
成
に
も
力
を

入
れ
、
２
０
１
８
年
度
以
降
３
人
の
小
児
看
護

専
門
看
護
師
が
合
格
し
、
後
輩
も
続
く
べ
く
努

力
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
夏
に
は
Ａ
Ｄ

Ｈ
Ｄ
の
子
ど
も
達
を
対
象
と
し
た
、
学
校
適
応

力
育
成
を
目
指
す
包
括
的
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

学
生
と
共
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
今
年
６
月
の

第
67
回
日
本
小
児
保
健
協
会
学
術
集
会
は
、
久

留
米
大
学
医
学
部
小
児
科
学
講
座
主
任
教
授
で

あ
る
山
下
裕
史
郎
先
生
を
会
頭
に
久
留
米
で
の

開
催
で
す
。
こ
の
企
画
の
一
部
を
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
現
場
で
ご
活
躍
の
同
窓
生
の

皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
ご
支
援
い
た
だ
き
、
大

変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
小
児
保
健
医

療
の
場
で
教
育
・
実
践
・
研
究
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

久
留
米
大
学
で
過
ご
し
た
4
年
間
は
、
あ
っ
と
い
う
間

だ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
入
学
時
は
、
何
も
わ
か
ら
ず
期
待
と

不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
授
業
を
重
ね
て
、
実
習
を
経

験
し
て
い
く
う
ち
に
、
こ
れ
か
ら
本
当
に
看
護
師
に
な
る
ん

だ
と
い
う
実
感
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。
そ
の
過
程
の
中
で
友

達
や
先
生
に
支
え
て
も
ら
う
こ
と
も
多
く
、
み
ん
な
の
お
陰

で
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
大

学
生
活
で
は
部
活
も
し
て
い
た
の
で
、
楽
し
く
充
実
し
た

日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
4
年
間
、
久
留
米

大
学
で
学
ん
だ
こ
と
や
経
験
し
た
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
発
揮

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
大
学
生
活
が
始
ま
る
の
か
」
と
思
い
ド
キ
ド

キ
し
な
が
ら
大
学
に
入
学
し
て
、
も
う
４
年
が
経
と
う
と
し

て
い
ま
す
。
４
年
間
の
学
生
生
活
を
振
り
返
る
と
、
様
々
な

経
験
、
出
会
い
が
あ
り
、
と
て
も
為
に
な
る
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

同
級
生
の
仲
間
た
ち
と
協
力
し
合
い
、
ま
た
先
生
方
や
先

輩
方
の
ご
指
導
の
お
か
げ
で
、
自
分
一
人
で
は
困
難
な
こ
と

も
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
、感
謝
し
て
も
し
き
れ
ま
せ
ん
。

４
月
か
ら
は
一
人
一
人
新
天
地
で
の
ス
タ
ー
ト
を
迎
え
ま

す
。
新
し
い
環
境
で
は
、
思
い
悩
む
こ
と
や
辛
い
こ
と
な
ど

も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
大
学
生
活
で
得
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
を
糧
に
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

今
岡　
　

萌

（
学
科
23
回
生
）

中
冨　
　

航

（
学
科
23
回
生
）

小
児
看
護
学

藤
好　

貴
子

（
学
科
１
回
生
）

元
号
が
令
和
に
な
っ

て
初
め
て
の
卒
業
式

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
中
止
に
な
り
ま

し
た
が
、
令
和
２
年
３
月
18
日
の
４
年
生
最
後

の
ク
ラ
ス
会
に
て
、
看
護
学
科
23
回
生
１
０
９

名
に
学
位
記
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。学
生
に
と
っ

て
は
卒
業
式
も
祝
賀
会
も
、
そ
し
て
楽
し
み
に

し
て
い
た
卒
業
旅
行
も
自
粛
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
笑
顔
で
久
留

米
大
学
を
卒
業
し
ま
し
た
。
在
学
中
、
同
窓
会

の
皆
様
に
は
折
に
ふ
れ
、
温
か
い
ご
支
援
を
賜

り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
卒
業
生
の
進
路
状
況
は
、
看
護
師
96

名
、一
般
企
業
１
名
、進
学
は
助
産
師
課
程
７
名
、

養
護
教
諭
養
成
課
程
３
名
で
し
た
。
久
留
米
大

学
病
院
に
は
45
名
の
学
生
が
採
用
を
頂
き
ま
し

た
。
今
年
度
は
昨
年
と
比
べ
て
県
外
就
職
希
望

者
が
や
や
多
い
状
況
で
し
た
。
年
々
、
看
護
師

の
採
用
試
験
の
時
期
が
早
ま
り
、
ま
た
厳
し
さ

を
増
す
状
況
の
中
、
学
生
は
自
ら
進
む
べ
き
道

を
定
め
、
希
望
の
進
路
に
い
た
り
ま
し
た
。

国
家
試
験
の
結
果
は
、
看
護
師
１
０
９
名
中

１
０
７
名
、
保
健
師
38
名
中
37
名
が
合
格
を
手

に
し
、
全
員
合
格
の
目
標
は
達
成
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
全
国
平
均
を
上
回
る
結
果
で
し
た
。

最
後
に
、
希
望
と
不
安
を
抱
え
社
会
に
旅
立

つ
彼
ら
を
、
今
後
と
も
温
か
く
ご
支
援
、
ご
指

導
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

看
護
学
科
４
年
生
担
任

松
清
由
美
子

学科便り
卒業生の動向

研究室だより：小児看護学

学生生活を振り返って

写真左:松清　右:担任補佐 福浦 学科3回生

（写真右）
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久
留
米
大
学
病
院
で
は
特
定
機
能
病
院
の
役
割
で
あ
る
高
度

な
医
療
安
全
管
理
体
制
の
一
環
と
し
て
、
２
０
１
８
年
４
月
よ
り

Ｒ
Ｒ
Ｓ
（Rapid response system

＝
院
内
救
急
対
応
シ
ス
テ
ム
）

の
体
制
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
Ｒ
Ｒ
Ｓ
と
は
、
患
者
の
状
態

が
通
常
と
異
な
る
場
合
に
、
現
場
の
看
護
師
等
が
定
め
ら
れ
た
基

準
に
基
づ
き
、
直
接
専
門
チ
ー
ム
に
連
絡
し
、
早
期
に
介
入
・
治

療
を
行
う
こ
と
で
、
シ
ョ
ッ
ク
や
心
停
止
と
い
っ
た
致
死
性
の
高
い

急
変
に
⾄
る
こ
と
を
防
ぐ
シ
ス
テ
ム
で
す
。

２
０
１
８
年
よ
り
医
師
、
看
護
師
で
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を

結
成
し
、
重
症
化
の
兆
候
を
い
ち
早
く
察
知
す
る
た
め
に
患
者
観

察
の
ポ
イ
ン
ト
や
Ｒ
Ｒ
Ｓ
要
請
の
判
断
基
準
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

教
育
的
指
導
を
含
め
た
病
棟
回
診
を
毎
週
実
施
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
６
月
よ
り
Ｒ
Ｒ
Ｓ
専
用
Ｐ
Ｈ
Ｓ
を
設
置
し
、
12
月
よ
り

Ｒ
Ｒ
Ｔ
（Rapid response team

）
を
発
足
し
ま
し
た
。
患
者
さ

ん
の
一
番
身
近
に
い
る
看
護
師
が
重
症
化
の
兆
候
を
い
ち
早
く
察

知
し
、
Ｒ
Ｒ
Ｓ
起
動
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
Ｒ
Ｒ
Ｔ
と
主
治
医
や
病

棟
看
護
師
が
チ
ー
ム
と
な
り
、
一
人
で
も
多
く
の
“ 

予
期
せ
ぬ
心

停
止 

”
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
今
後
も
更
な
る
Ｒ
Ｒ
Ｓ
体
制
の

強
化
と
継
続
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

令
和
元
年
７
月
１
日
医
療
セ
ン
タ
ー

は
、
25
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
令
和
２

年
１
月
某
日
、
開
院
当
時
か
ら
い
る
北

川
さ
ん
と
思
い
出
話
を
し
て
み
ま
し
た
。

高
倉
「
開
院
当
時
っ
て
ど
ん
な
感
じ
だ
っ
た
？
」

北
川
「
私
は
、
事
前
準
備
隊
と
し
て
６
月
中
旬
に
大
学
よ
り
異
動
し

て
数
名
の
メ
ン
バ
ー
と
内
科
系
・
外
科
系
に
別
れ
て
調
整
を
し
ま
し

た
。
看
護
方
式
と
か
申
し
送
り
時
間
、
消
灯
時
間
ま
で
自
分
た
ち
で

考
え
て
、
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
よ
」

高
倉
「
勤
務
初
日
は
、
ジ
ャ
ー
ジ
姿
で
ベ
ッ
ド
掃
除
だ
っ
た
と
か
？

（
笑
）」

北
川「
そ
う
な
ん
で
す
よ
。
そ
し
て
、平
成
６
年
７
月
１
日
午
前
０
時
、

国
立
病
院
の
準
夜
勤
の
看
護
師
さ
ん
か
ら
申
し
送
り
を
受
け
て
深
夜

勤
、
半
月
ぶ
り
の
患
者
さ
ん
へ
の
看
護
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

し
た
。
初
め
て
着
る
ハ
ナ
イ
ユ
キ
コ
の
ピ
ン
ク
の
白
衣
が
妙
に
嬉
し

か
っ
た
」

高
倉「
あ
の
白
衣
か
わ
い
か
っ
た
ね
。他
に
ど
ん
な
思
い
出
が
あ
る
？
」

北
川
「
い
つ
だ
っ
た
か
、
経
費
削
減
で
医
師
も
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
も
み

ん
な
で
草
む
し
り
し
ま
し
た
よ
ね
」

高
倉
「
そ
う
、
教
授
陣
も
麦
わ
ら
帽
子
に
首
に
タ
オ
ル
、
マ
イ
鎌
持

参
の
教
授
も
い
て（
笑
）」

北
川
「
ほ
ん
と
に
懐
か
し
い（
笑
）。
色
々
あ
っ
た
け
ど
、
大
学
病
院

と
の
機
能
分
化
で
外
科
が
撤
退
す
る
時
に
は
、『
外
科
が
な
く
な
る
～
』

と
ほ
ん
と
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
ね
」と
、思
い
出
話
は
尽
き
ま
せ
ん
。

機
能
分
化
の
時
は
、
改
め
て
地
域
の
方
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
に
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今

後
も「
チ
ー
ム
医
療
セ
ン
タ
ー
」で
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
リ
ー

ド
し
て
い
け
る
よ
う
看
護
の
力
を
発
揮
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

早
川　

晴
美 

（
Ⅰ
部
28
回
生
）

高
倉　

美
里 

（
Ⅰ
部
14
回
生
）

北
川　

里
香 

（
Ⅱ
部
８
回
生
）

ＲＲＳ体制構築に向けた取り組み

久留米大学医療センター 創立25周年

写真左：北川　右：高倉
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久
留
米
大
学
病
院
で
の
看
護
研
究
発
表
会
の
歴
史
は
長

く
、
１
９
８
７
年
に
私
が
就
職
し
た
当
時
か
ら
、「
院
内
看

護
研
究
発
表
会
」
が
あ
っ
て
い
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、「
展
示
発
表
会
」
と
形
態
の
変
遷
は
あ
り
ま

す
が
、
看
護
研
究
発
表
会
は
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
平
成
22（
２
０
１
０
）年
度
よ
り
、「
久
留
米
大

学
病
院
・
医
療
セ
ン
タ
ー　

看
護
研
究
発
表
会
」
を
、「
看

護
職
員
が
取
り
組
ん
だ
看
護
研
究
の
成
果
を
共
有
し
、
看

護
の
質
の
向
上
を
目
指
す
」
を
目
的
と
し
て
毎
年
実
施
す

る
よ
う
に
な
り
、
令
和
元（
２
０
１
９
）年
度
は
、
第
10
回

目
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
継
続

し
て
い
け
る
こ
と
は
、
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物
と

感
謝
し
て
い
ま
す
。

各
部
署
か
ら
の
発
表
と
毎
年
そ
の
時
代
を
反
映
し
た
特

別
企
画
も
行
っ
て
い
ま
す
。
第
１
回
か
ら
第
８
回
ま
で
は

「
各
部
署
１
題
」
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
じ
っ
く
り
看
護
研

究
を
取
り
組
む
た
め
に
「
各
部
署
２
年
に
１
回
の
発
表
」

に
変
更
し
て
、
２
０
１
９
年
度
が
初
め
て
２
年
間
か
け
て

取
り
組
ん
だ
看
護
研
究
の
成
果
発
表
と
な
り
ま
し
た
。
部

署
の
特
色
を
活
か
し
て
、

日
々
の
看
護
実
践
を
「
看
護

研
究
」
と
し
て
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
私
は
久
留
米
大
学
病

院
の
教
育
専
従
と
し
て
、
関

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
可
視
化
さ
れ
に
く
い
看

護
実
践
を
言
語
化
す
る
看
護

研
究
を
真
摯
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成23年のカリキュラムの一部改正に伴い、福岡県の既存
大学(当時)の保健師養成枠は、１校あたり18名の選択制と
なりました。本学科は、地域で活躍する看護職の養成を目指
しており、近隣県の保健所・市町、企業・学校のご協力を賜り、
約40名の学生が選択できています。臨床経験後に保健師とし
て活躍している卒業生が多いことは、本学科の特徴です。同
窓生の皆様には常日頃よりご指導とご支援を賜り、心より御
礼申し上げます。地域看護学領域では、保健師就職情報(正
規採用・任期付き採用等)をメール配信しています。配信を
希望する卒業生の方は メールhokenshi_info@kurume-u.ac.jp 
宛に、①氏名(旧姓）、②回生or卒業年度、
③配信先メールアドレス をご連絡ください

（QRコードを読み込むと宛先が入力されます）。

兒
玉　

尚
子

（
Ⅰ
部
16
回
生
）

第
10
回
を
開
催
し
て

研究発表会テーマ
2010年度　第１回：～看護の力！再発見～
2011年度　第２回：看護の力を育む
2012年度　第３回：輝け☆看護の力
2013年度　第４回：はばたく　看護の力
2014年度　第５回：つながる　看護の力
2015年度　第６回：深める　看護の力

2016年度　第７回：伝えよう　看護の力
　　　　　　　　　　～知識・技術・態度を伝承・伝授する～
2017年度　第８回：奏でる　看護の力
2018年度　第９回：未来を支える看護の力
　　　　　　　　　　～ひとつ先のニーズに応える～
2019年度　第10回：その人らしさを支える看護実践
　　　　　　　　　　～語り・聴き・共有する～

大正15年生まれの私は、昭和16年４月に入学し
寄宿舎生活が始まりました。入学してすぐに食料の
配給制度が始まり、私の学生時代は空腹と我慢の
日々でした。ある時、友人がそうめんを持っていた
のですが、茹でるための燃料がなく、持ち寄った手
紙をねじり薪の代わりにしたことを覚えています。
そんな中でも当時の舎監から、生け花やお茶を教え
て貰った時間は憩いのひと時でした。やがて昭和
20年に大学病院を去り、結婚後は近くの小学校で
養護教諭として働きましたが、いつの時も看護師の
資格が私の生活を支えてくれました。今は老人ホー
ムで暮らしていますが、今でもあの時の学生時代の
こと、友達のことが輝きをもって思い出されます。

 インタビュアー・代筆　Ⅰ部９回生　龍頭榮子

古川　節子
（旧姓　石橋）

（看護婦養成所29回生）

立石　麻梨子
（学科８回生）

（第７回実行委員）
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「今年、還暦を迎えます」

３月になり、看護学科「生活援助実

習Ⅰ」の実習の１年生と病棟でお会い

しています。初々しい姿を見て４０年前

の自分を思い出しました。病棟指導者

が、様々な看護技術を体験させてくだ

さったことやカンファランスでの話を

根気強く聞いてくださったこと、実習

中に仲良くなった患者さんを就職して

受け持ちになったことなどです。患者

さんに喜ばれた「ありがとう」と言って

もらえた体験が、ケアする喜びにつながったように感じました。

就職してからも先輩方のご指導をいただき、伸び伸びと育て

てもらえました。過去にきつい辞めたいと思ったこともありま

したが、久留米大学病院、看護部にしっかりと見守られてきた

のでこれまで仕事を続けてこれたのだと感謝しています。そし

て、「一緒に定年まで働こう」と励ましてくれた同期生の皆さ

んありがとうございました。

３回生です。７０歳です

がまだ現役のケアマネー

ジャーとして勤務してい

ます。利用者は認知症や

慢性疾患を患っている方

を持つことがほとんどで

すが、看護師の経験が活

かせています。昨年から

通信大学の歴史学科の学

生もしています。テキス

トを読む時間やレポート

を書く時間がなかなか取れず苦労しています

が、８年間は在籍できるので生涯勉強できれ

ばいいかなと思っています。なかでもスクー

リングは講師から直に学べるし、大好きな京

都に行ってお寺や歴史の跡を巡れるので楽し

んでいます。二足のわらじでかなり大変です

が頑張っています。

同窓生の皆様、益々ご健勝のことと

存じます。

イキイキ同窓生だよりの原稿の依頼の

お話を頂いたころは、「新型コロナウイ

ルス感染症」が猛威をふるいはじめた頃

でした。この新たな感染症の拡大によ

って、健康やモノのありがたさ、日頃の

行動や正しい判断が重要である事、デマ

は怖いな～などの気づきが沢山ありま

した。「ふたば」が皆様に届くころには

落ちついていることを祈っています。

私は、２年前に定年退職を迎え、ご縁があり、現在は医療法

人十全会　おおりん病院で看護部長として地域医療に従事し

ています。当院は３４１床の精神科主体の一般内科を有する病

院です。今年は創立６０周年を迎える歴史ある病院です。少子

超高齢化現象でストレスが多い社会で、精神障害を抱え生きづ

らさを持たれた方の看護に携わっています。労働人口が減少す

る中、引きこもり人口が６０，０００人と言われています。地域社

会のお役に立てるように「心と体」の医療・看護ができる病院

を目指し何事にもチャレンジ精神で取り組んでいます。久留米

大学病院で看護の基礎から学び、多くの臨床現場での経験、ま

た、多くの先輩や仲間と一緒に実践してきた事が今の私の役割

に繋がっていると感じ感謝致しております。

人生１００年時、生かされている事に感謝し、生き生きと楽し

く地域のお役に立てればと思います。

私は平成７年度に久留

米大学病院に就職し２６年

目を迎えました。私は子

供の頃から看護師を目指

していたのではなく、む

しろ親から勧められても

絶対に嫌だと思っていま

した。しかし高校２年生

の時、担任の先生に無理

やり保健委員に指名され

たことをきっかけに看護

学校に進学し、看護学校で中嶋カツヱ先生と

出会って助産師を志し、産科病棟の実習指導

者だった田中佳代先生との出会いで就職を決

め、今に至ります。振り返ると、本当に不思

議です。産科病棟には同期６名で就職し、“多

胎の早産児”と言われながら厳しく、温かく、

育ててもらいました。そして主任看護師にな

る時に初めて婦人科病棟に異動し、ＮＩＣＵ、

特別病棟を経て、看護師長２年目に産科に戻

りました。詰めが甘い私ですが、上司やスタッ

フに恵まれて好きな仕事ができる、この素晴

らしい出会いに感謝しています。これからもっ

ともっと、患者さんやスタッフを喜ばせて、

笑顔で過ごしていけたらしあわせです。

イキイキ同窓生だより

河原えみ子
（Ⅱ部４回生）

野田久美恵
（Ⅰ部26回生）

野口　民子
（Ⅰ部14回生）

藤崎眞佐子
（Ⅰ部３回生）
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松田　美奈
（学科22回生）

松尾留美子
（学科10回生）

私
は
、
久
留
米
大
学
大
学
院
助
産
取
得

コ
ー
ス
の
第
４
回
生
で
、
助
産
師
に
な
る
た

め
に
勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。
大
学
院
１
年

の
前
期
は
、
助
産
師
に
必
要
と
な
る
知
識
や

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

能
力
を
高
め
、
後
期
で
は
、
妊
婦
健
診
演
習

や
分
娩
介
助
技
術
な
ど
、
主
に
助
産
実
践
能

力
を
高
め
る
た
め
の
学
び
が
あ
り
ま
し
た
。

大
学
院
で
の
生
活
は
、
自
己
学
習
や
課
題
、

分
娩
介
助
技
術
の
練
習
な
ど
、
目
ま
ぐ
る
し

い
日
々
で
、
何
度
も
挫
け
そ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
ま
ま
続
け
ら
れ
る
だ
ろ
う

か
と
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
先
生

方
と
同
期
の
心
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
助

産
学
分
野
の
先
生
方
に
、
親
身
に
ご
指
導
や

相
談
に
乗
っ
て
く
だ
さ
り
、
大
変
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
同
期
で
支
え
合
う
こ
と

で
、
お
互
い
成
長
で
き
た
と
実
感
し
て
い
ま

す
。
思
い
や
り
の
あ
る
心
で
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、

助
産
ケ
ア
を
行
え
る
助
産
師
を
目
指
す
た
め

に
、
こ
れ
か
ら
も
、
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、 

“ O
N
E T

EA
M

 

”で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

クラス会便り

令
和
元
年
7
月
27
日
に
、
久
留
米
大
学
医
学
部

付
属
看
護
専
門
学
校
1
部
21
回
生
の
同
窓
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
そ
う
、
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
同
窓

会
総
会
の
主
要
幹
事
担
当
回
生
当
日
で
し
た
。
さ

す
が
の
21
回
生
！
長
い
ブ
ラ
ン
ク
も
な
ん
の
そ
の
。

強
い
団
結
力
と
、
個
性
の
強
さ
で
、
ほ
ぼ
ぶ
っ
つ

け
本
番
に
近
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
見
事
に（
？
）

盛
会
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

当
時
の
担
任
教
諭
だ
っ
た
、
中
島
教
授
に
も
、「
と

て
も
手
の
か
か
る
学
年
だ
っ
た
…
」
と
、
う
れ
し
、

は
ず
か
し
言
葉
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

無
事
に
総
会
を
終
え
た
後
は
、
待
ち
に
待
っ
た

同
窓
会
。
と
思
い
き
や
、
時
間
が
余
っ
た
メ
ン
バ
ー

か
ら
、
懐
か
し
い
大
学
ツ
ア
ー
を
是
非
！
と
お
願

い
さ
れ
ま
し
た
。
は
ぼ
、
30
年
ぶ
り
の
メ
ン
バ
ー

も
い
て
、
近
代
的
に
な
っ
た
建
物
、
昔
と
変
わ
ら

な
い
場
所
な
ど
、
驚
き

と
懐
か
し
さ
で
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
21
回
生
の
約
半

分
の
22
名
が
集
ま
り
、

現
在
の
皆
の
活
躍
の

話
、
ア
ル
バ
ム
を
見
な

が
ら
当
時
の
苦
楽
を
語

っ
た
り
と
、
と
て
も
思

い
出
深
い
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

私
は
大
学
病
院
勤
務
を
経
て
、
今
は
人
間

ド
ッ
ク
施
設
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
は
健
康
な
人
が
早
期
発
見
の

為
に
来
ら
れ
る
事
が
多
く
、
受
診
者
様
の
健

康
意
識
も
高
い
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
受
診
者
様
の
既
往
歴
や
現
病
歴
に
合
わ
せ

て
、
対
処
と
処
置
が
で
き
る
よ
う
に
日
々
勤

め
て
い
ま
す
。

大
学
在
籍
中
に
は
保
健
師
資
格
を
活
用
す

る
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ド

ッ
ク
で
は
事
後
指
導
や
特
定
保
健
指
導
で
保

健
師
が
関
わ
る
業
務
が
多
く
、
保
健
師
の
資

格
を
取
得
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

大
学
時
代
は
久
留
米
と
い
う
住
ん
だ
事
も

な
く
、
友
達
も
い
な
い
環
境
に
飛
び
込
み
、

無
事
に
卒
業
し
、
国
家
資
格
を
取
得
で
き
た

の
は
、
本
当
に
先
生
、
同
級
生
、
先
輩
、
後

輩
に
恵
ま
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ⅰ
部
21
回
生

丸
山　

紀
子
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同
窓
会
の
皆
様
に
ご
助
力
を

賜
り
、
無
事
に
ふ
た
ば
27
号
を

発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

多
く
の
同
窓
生
に
お
読
み
い

た
だ
き
、
ふ
た
ば
に
寄
せ
ら
れ

た
方
々
の
思
い
が
皆
様
の
更
な

る
力
に
な
る
こ
と
を
、
編
集
委

員
一
同
、
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま

す
。　
　
　
　

   

編
集
委
員
一
同

安
部
ゆ
か
り
（
Ⅰ
部
22
回
生
）

伊
崎　

美
紀
（
Ⅰ
部
22
回
生
）

楠　
　

美
奈
（
Ⅰ
部
22
回
生
）

山
口　

霧
子
（
Ⅰ
部
22
回
生
）

大
内
田
慶
子
（
学
科
9
回
生
）

田
中
可
南
子
（
学
科
9
回
生
）

編
集
委
員

■日　時　令和２年７月11日（土）

■総　会　10：30 ～ 12：00

■場　所　久留米大学医学部看護学科B棟１階
　　　　　講義室8.9（旧看護専門学校１階）
　　　　　TEL 0942-31-7590（同窓会事務室）

令和２年度
久留米大学医学部看護学科
同窓会総会のお知らせ

同窓会活動

同窓会事務室案内
場　所：看護学科Ｂ棟（旧専門学校校長室）

住　所：〒830-0003
　　　　久留米市東櫛原町777-1

時　間：月・木９時 ～ 13時まで
　　　　事務代行者待機の曜日と時間
　　　　その他はFAXをご利用ください。

ＴＥＬ：０９４２－３１－７５９０
　　　　　　　　　　（内線 3960）

ＦＡＸ：０９４２－３７－０３２２
ＵＲＬ：  http://nurse.kurume-u.ac.jp/
メール：  kurume_kango_dousoukai@yahoo.co.jp

１． 総会と懇親会の開催（年１回）
２． 代議員会・幹事会・三役会の開催
３． 機関誌「ふたば」発行（年１回）
４． 同窓会名簿の管理
５． 会員・準会員・関係者の慶弔に関すること
６． 看護学科の諸行事に出席・贈花
　　◇入学式、戴帽式、卒業式
　　◇卒業生に記念品贈与
７． 看護学科の学友会への支援
８．その他
　　◇看護学科の主催する学会や研究会への支援
　　◇他学部同窓会との連携

23回生 古賀ミツ子 （古賀） H31.2.12
25回生 大久保フユ子 （川副） H28.9.28
30回生 山下　政子 （西田） H31.1.28
33回生 谷川スヤ子 （井村） R1.5.12
33回生 柳瀬クニ子 （原） 不明
35回生 梅崎ユキエ  H31.4.5
35回生 國崎　静子 （畑田） H30.9
35回生 百武喜久江  R2.4.11
46（Ⅱ-1）回生 高尾　翠 （相馬） R1.12.30
Ⅰ-2回生 永江　信枝  R1.8.9
Ⅰ-27回生 渡口　美和  R1.10.30
学科-7回生 森山　絵理 （本多） R1.10.18

　　　　　（この１年間にご連絡を頂いた方です）

担当回生
　Ⅰ部９．22回生
　Ⅱ部４回生
　学科９回生

投稿のお願い

  お悔やみ申し上げます（敬称略）

久留米大学医学部看護学科同窓会だより「ふたば」では、同窓生の他方でのご活躍を、
幅広く知っていただきたく、皆様からの自薦・他薦での投稿を心よりお待ちしております。

総会、懇親会
ともに中止に

なりました。


